
 　更なる「安心」「信頼」　そして「未来」へ 　　　　　

　輝ける　ふるさとわがまち荒見を 目指して!　　　　自治会長　石原　和成

　自治会長を拝命し早２年が経過しました。皆様のご支援とご協力により

順調に事業を遂行することが出来たことに、とても感謝しております。

　さて、私のような者を総会で信任いただき、2期目継続に心新たにしております。

　そこで、本年度は就任時掲げた「安心・信頼・未来」へのふるさとづくりに

「不易」と「流行」の気持ちを取り入れ、さらに磨きをかけたいと考えております。

　平成26年も3ｹ月が過ぎましたが、国内・国際的にも大きな事件も発生し、予断を許さない

状況とも言えます。こうしたことから、地域社会を考えたときに、私たち一人ひとりが、

　①危機管理の充実（平日昼間の防災訓練の充実・町内パトロールの充実）

　②世代を超えたふれあいの充実（オアシスあらみ・地蔵盆夏祭の充実

    ・左義長の餅つき・3世代グラウンドゴルフ大会等）

　③情報・発信の充実（ホームペ-ジ充実・メール発信・広報あらみ充実）

　④自助・公助・共助の意識づくり（福祉部会の充実・防災、防犯の充実・要支援者リストづくり）

　⑤地区計画をもとにまちの活性化と安全（少子化ならびに高齢化対策、

     そして住みよいまちづくり向けて積極的な取り組み）

等の気持ちを大切にして、個々の取り組みをしていくことが重要です。自治会活動においても

多くの住民のお力を活かして、前進することが最も大切だと考えておりますので、

昨年にも増してのご支援・ご協力を宜しくお願いします。


